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地における流れと水質 (水温 ･塩分 ･溶存酸素 (DO))の現地観測結果を示し,それらの変化特性につ
いて詳しく分析している｡ さらにDOの収支計算により,底質,水中懸濁物並びにヒラメによるDOの
消費速度を見積もっている｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
水産資源の培養を目的として人工施設を計画,設計する場合,その構造,規模,配置などの決定に際し
ては対象生物の生理 ･生態学的な検討とともに,水の物理的な挙動に関する水理学的な検討,さらにはそ
れと重要な連関をもつプランクトン,水質などの挙動に関する生物 ･化学的な検討が重要である｡ 本論文
は,人工湧昇流発生構造物による造成漁場,中間育成地内海水交換のそれぞれに対して,流れと水質の水
環境予測数値モデルを開発して,物理モデル (水理模型)やプロトタイプとの対比を通じてそれらの有効
性を検討したものであり,評価できる主要な点は以下のとおりである｡
(1) マルチレベル密度流モデルによって,人工湧昇流発生構造物により生じる成層密度流の複雑な二次元
及び三次元構造,特に湧昇効果に重要な影響を及ぼす密度躍層境界面と成層破壊による上下混合機構が精
度よく再現できることを明らかにした｡
(2) 潮汐応力項を含んだ残差流方程式により潮汐残差流を解析する場合,より厳密に潮汐残差流を評価す
るには渦動粘性係数を潮流振幅の自乗に比例する関数として表現すべきことを明らかにした｡
(3) 観測された密度場から全残差流を求める手順,さらには全残差流から潮汐残差流寄与分を差し引いて
非潮汐人工湧昇流発生構造物を求めこれに潮流場を合成する手順を示して,構造物周辺海域の潮流 ･人工
湧昇流発生構造物場を効率的に推算する方法を提案した｡そして,得られた流れ場を生態系ダイナミック
モデルに反映させることにより,人工湧昇流発生構造物による植物プランクトンの増殖過程が十分満足の
いく精度で再現できることを明らかにした｡
-2304-
(4)中間育成地における水環境の予測では,これまで単純な集中系モデルが多用されてきたが,本論文で
はそれに代わる分布系モデルを捷案して,池内の流れと水質の時間的,空間的変動が予測できる精微で一
般性の高いモデルを開発した｡モデルは,池の最適形状や海水取入施設の最適規模を決定する際に使用で
き,中間育成地の設計支援モデルとして有用である｡
以上のように,本論文は新しい水産土木学的技術により造成された水産生物生産場における水理学的な
物理環境問題と生物 ･化学的な水質環境間蓮に対して数値解析的な接近を試み,両者の達成系として水環
境のモデル化を行ってその有効性を実証したものであり,水産工学,環境水理学の発展,並びに増 ･養殖
漁場の環境造成の実際面に寄与するところが大きい｡
よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,平成9年 1月23日,論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位
を授与される学力が十分あるものと認めた｡
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